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卯（う〉年によせて
烏兎伺々、早くも昭和50年乙卯（きのとう）の滋をむかえた。

昭和の御代になってから、まちに50年、単位紀を過したことに

なる。それがX、今の天皇ーが員tH立されてから50年、 わが国の臆
史始まって以来日年という長期の在位は始めということで、ま

ことに目l:lII支い新年をひかえ年頭の御祝詞を申し上げる。

烏兎勿々というのは、鳥はからすで、 !Jのなか、即ちぶl繊の
I~に 3 本足のからすがいるかのように見える乙とから、助はれ

をあらわし、月の中にはうさぎが餅をついているようなすがた

が見えるととからうざぎは月をあらわすことに古くからなって

いる。乙の政事から、烏兎は日月のことをいうようになった。

烏兎勿々、わが朝日町も誕生以来、既に20年を紙面し今年21~・
のよわいをむかえた訳である。成人に遣した朝日町はι々 舟嵐
への温をIまっしぐらにすすむことであるうが、国情ま乙とにき

びしいものがあり前途多難を予想される。

さて、月の中に、うさぎが餅をついているという古くからの

げん想のある中で、科学は益々発達し、月の世界に、人類が足

~ふみいれてから、数年は経過している。月面には生物という
生物が生存しなか？た。まさに死の世界なのである。高熱を以

て一切の生物を甫ててくれる太陽光線、にくらべ、 やはり叱のi立
界、月よりの光線はただ冷たくてあたたかさがない。生物の存

7 在しない月の世界にうさぎが餅をついているなど、断じてめり
2 うる乙とではない。
1 うさぎ、うさぎ、なに見てはねる、十五夜お月さま、見てはね

(1) 

る、と盛J；五にしたしまれ、月よりの使者にむかえられて、 月の

世界に舞立っていく、かぐや姫物語など、うさぎにかかわりを

持つ月は如何に糾学のメスがいれられようとも、月へのこのよ

うな拶はこどもたちにだけでなく、 日本人の心情として持ちつ

づけたいものであるのすべてを仲字で；切り切ったl!t界はあまり

にも味気ないものであるのうさぎとびのように向のびをした一

足とびを敢て成人に達した朝日町にのぞむものではない。時に

はグウグウ一休みもあったり、月のIll：界に餅をつくうさぎのげ

ん組を持つ余怖もあってほしいものであるが、毘論づくめの町

発展策は、 1歩前進2渉後退のうきlヨにあう乙ともあろうかと

おもえてならない。

段後に避帽のζとについてのべておきたい。今年かぞえ年で

61才の万は、 きのとZうさぎの年にfj：まれた1Jで、j泣慣をむかえ

られた訳である。純年令で践をかぞえるようになってから、選

腸のζとがはっきりしないという人もあるが、 「ぎのとうJと

いう年は、 61年目にまわってくるので、乙よみがーまわりした

という乙とである。人生50年の時代の避尉はまことにお目出度

いことであったが、人々70年の今日ちょっと若いようではある

が、それにしても60ilょを生きながらえてきた喜びは感謝のlゃか

ら生まれるものである。

ど多主与を祈って細見をむすぶζと注する。

（編集委員長・九盟．迫守）
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り
ま
せ
ん
。
わ
が
町
は
昨
年
を
も
っ
て
満

二
十
年
を
記
念
し
ま
し
た
。
創
成
の
時
期

か
ら
充
実
の
時
代
へ
入
っ
た
と
い
え
ま

す
。
私
は
こ
の
た
び
、
さ
ら
に
町
長
の
大

任
を
持
し
ま
し
た
。
倒
れ
て
阻
せ
ず
負
荷

朝
日
町
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
の
重
き
を
全
う
し
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
、
す
。

ま
さ
に
昭
和
の
後
半
世
紀
が
は
じ
ま
り
ま
今
後
の
町
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

す
。
か
え
り
み
ま
す
に
、
不
況
と

t

f

第
一
に
道
路
を
整
備
す
る
こ

戦
雲
に
あ
け
く
れ
た
二
十
年
、

＼

十

Y
と
。
第
こ
に
は
保
育
所
、
小
中

敗
戦
か
ら
繁
栄
へ
と
ひ
た
走
り

～

r
』「，、
t
Jf

学
枚
、
高
等
学
校
の
充
実
を
は

に
走
っ
た
一二
十
年
、
そ
し
て
今

r
h
d
E
K
U
F
＼
ー

か
る
と
と
も
に
、
生
臨
教
育
の

や
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
激

／

－ノ

J

＼

機

会
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
。
第
三

動
の
昭
和
史
で
あ
り
ま
す
。
つ

／

＼

に
は
街
や
野
や
山
や
海
を
、
そ

い
先
頃
ま
で

G
N
Pを
世
界
に
誇
る
経
済

れ
ぞ
れ
の
持
味
を
生
か
せ
る
よ
う
に
産
業

大
国
と
調
歌
し
た
日
本
は
、
資
源
の
な
い
の
基
肱
を
強
附
す
る
ζ

と
。
第
四
に
は
住

国
力
が
い
か
に
も
ろ
い
も
の
か
、

そ

し

て

民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
の
復

経
済
的
繁
栄
と
は
い
か
に
は
か
な
い
も
の
旧
と
予
防
に
つ
と
め
、
安
心
し
て
住
め
る

か
を
骨
身
に
し
み
て
反
省
し
な
け
れ
ば
な
郷
土
を
つ
く
る
と
と
。
ζ

れ
ら
を
帥
と
し

ら
な
い
事
聞
に
当
閉
し
て
お
り
ま
す
。
獄
て
、
み
な
さ
ま
の
丙
を
川
政
に
反
映
さ
せ

ス
ピ
ー
ド
の
車
に
忠
プ
ν

l
キ
を
か
け
た
な
が
ら
全
方
を
削
除
し
た
い
と
作
じ
て
お

よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
が
物
側
高
と
不
況
、
公
り
ま
す
。

山
首
、
交
通
事
故
あ
る
い
は
犯
罪
な
ど
い
ろ

た
だ
残
念
な
が
ら
、
昨
年
来
総
印
刷広
抑

い
ろ
の
形
で
身
の
廻
り
に
お
し
よ
せ
て
き
制
と
い
う
国
の
方
針
で
、
さ
ら
で
だ
に
苦

て
い
ま
す
。

し

か
っ
た
町
の
財
政
が

一
段
と
つ
め
た

さ
て
笛
山
県
の
東
北
端
に
位
阻
す
る
わ
い
、
厳
し
い
時
期
に
当
面
し
、
し
か
も
と
L

が
町
も
、
こ
う
し
た
世
相
の
枠
外
に
す
ご
当
分
は
続
く
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

す
ζ

と
は
称
さ
れ
ま
せ
ん
。
じ
っ
く
り
と
り
ま
せ
ん
。

ζ

と
に
よ
っ
て
は
引
き
締
め

脱
を
ま
．え
て
、
米
し
方
を
か
え
り
み
、
別
ざ
る
を
仰
な
い
耐
が
性
ず
る
と
予
似
さ
れ

日
へ
の
展
望
を
新
し
く
し
な
け
れ
ば
な
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の
絡
段
の
ご
即
併
と

年
頭
の
辞
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朝
日
中町
長
J II 

薙

お
わ
り
に
、
み
必
ざ
ま
の

一
層
の
ご
健
一
円

勝
を
お
祈
り
し
、
あ
わ
せ
て
就
任
の
ご
挨

山

拶
を
か
ね
て
年
頭
の
祝
辞
と
い
た
し
ま

内

す。

～

朝
日
町
議
会
議
長

酒

井

栄

て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
朝
日
町
に
お
．
H

き
ま
し
で
も
、
予
想
以
上
の
税
の
落
ち
込

山

み
と
、
医
療
費
等
の
公
費
負
担
の
地
加
を

九

覚
悟
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
年
早
々
暗

い

い
話
ば
か
り
を
申
し
上
げ
申
し
訳
ご
ざ
い
ρ

町
民
の
留
織
あ
げ
ま
し
て
お
け
出
度
う

ま
せ
ん
が
、
幸
い
に
し
て
中
川
町
政
は
三
V

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
皆
綴
へ
の
御
挨
拶
期
連
続
慨
競
争
で
信
任
さ
れ
町
民
の
留
犠
ハ
内
尽
力
さ
れ
た
択
の
方
々
を
町
長
室
に
招

の
中
で
申
上
げ
ま
し
た
通
り
、
ア
ラ
ブ
産
か
ら
絶
大
な
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

～～
き
、

表
彰
し
ま
し
た
。

油
諸
国
の
石
油
戦
略
に
端
持
発
し
加
え
て
す
。
今
ζ

そ
二
万
町
民
が

一
致
団
結
一
丸

～

公
害
さ
わ
ぎ
と
、
心

も

と

な

い

＼

l
l／
と

な
っ

て
と
の
難
局
に
当
た

ら

い

初

代

町

長

金

森

吟

（

故

人

）

人
達
の
不
必
要
な
買
い
だ
め
に
＼
い

h

～
／

ね

ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
滋
山
ニ
、
町
一
、
四
代
町
長
本
村
本
松
（
故
人
）

依
っ
て
か
ね
て
か
ら
予
知
さ
れ

「

「

ド

L
J
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
長
期
政

山

初

z
、
四
代
議
長
前
水
伝
平
（
故
人
〉

ま
し
た
通
り
異
常
な
ま
で
の
物

戸

「
U
U
U
」

権
担
当
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
か
ら

い

三

代

議

長

米

間

務

二

側
の
高
腿
を
招
き
、
労

使

関

係

／

，

－

＼

町

民

の
わ
い
刷
版
を
失
わ
せ
し
め
な

川

五

代

議

長

小

坂

備

も

ま

た

悪

化

の

一

途

を

た

ど

／

l
l＼

い
よ
う
、
常
に
消
新
な
創
意
と

ん

ム

ハ

代

議

長

上

沢

艇

次

り
、
特
に
公
務
員
、
公
社
現
業
の
ス
ト
ラ

工
夫
で
福
祉
行
政
の
い
品
川
慨
に
つ
と
め
、
皆

一

七

代

議

長

金

井

忠

治

イ
キ
の
続
発
で
被
害
甚
大
で
あ
っ
た
国
民
段
と
手
を
た
ず
さ
え
て
旧
来
の
セ
ク
シ
ヨ

円

八

代

議

長

上

島

栄

作

を
し
て
政
治
に
対
す
る
不
信
を
い
だ
か
し
ナ
リ
．
ス
ム
の
打
破
に
鼠
告
を
つ
く
し
て
参

～

九
、
十
、
＋
一
代
議
長

酒

井

栄

め
史
上
か
つ
て
な
い
暗
い

一
年
の
訴
を
と
り
た
い
所
仔
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う

い

永
年
勤
続
議
員
大
柄
米
太
郎

じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
町
議
会
議
員

か
町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
き
た
ん
～
永
年
勤
続
議
員
渡
辺
秋
到

な
ら
び
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
一
次
の
な
い
叱
時
倣
励
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

中
川
町
政
の
誕
生
を
見
る
に
だ
り
ま
し
た
心
か
ら
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
山
な
お
、
乙
の
表
移
式
の
あ
と
、
出
ぃ
向
者

乙
と
は
町
民
の
門
織
と
共
に
御
同
躍
に
た
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

山
に
中
川
町
長
を
交
え
て
臆
説
会
を
聞
き
、

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
内
外
の
諸
情

1
：
f
r
・－－・
1

・・0
・・
f

・：－－
J

J

・－
－
－－－
f
a

－－－・：・・
2

合
併
時
の
諸
問
題
、
泊
中
学
校
舎
の
建
鍛

勢
は
極
め
て
深
刻
で
あ
り
ま
す
。
今
年
も

～

・供

今

に

わ

た

り

岐

川

発

電

所
建
設
、
国
道
八
号
線
の
開
通

ま
た
容
易
な
こ
と
で
は
経
済
危
機
か
ら
脱
V

げ
政
こ
ぺ
、
さ
れ
た
点
々
の
泊
病
院
の
建
築
、
都
計
道
路
、
都
市
下
水

””ド，
H
HH

，，

．．
 

，r

eda
－－

〆

、

刊

日

比

れ

れ

れ

リ

ー

暗

い

五

一

ぷ

杉

と

作

法

叫

ん

ぷ

閥

抗

幻

十

月

刊

の

何

日

リ

同

川

総
部
川
町
仰
制
も
間
以
に
強
化
さ
れ
る
で
あ
い
’
U

心
パ
う
刀
干の
’
f
t

ら
の
朝
日
町
発
展
に
、

問
湿
な

C
E凡
を

り
ま
し
ょ
う
し
今
年
は
お
そ
ら
く
．
J
H
万

山

制

円

町
二
十
周
年
記
念
行
事
の

一
澱
と
庶
り
、
川
崎
会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

人
の
失
業
者
が
出
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
へ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
、
長
年
町
政
の
た
め
に
八
写
真
は
座
談
会

V

と
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
め
げ

ず
屈
せ
ず
町
勢
進
展
に
つ
く
し
得
ま
す
よ

う
心
か
ら
念
願
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶

守
，

E
n
－－
oy』

(2) 

‘・＂ 
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昭
和
四
十
九
年
第
八
回
朝
日
町
議
会
定
例
会

昭
和
四
＋
九
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
十
九
件
を
可
決

＠
あ

昭
和
四
十
九
年
第
八
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
＋
二
月
十
六
日
か
ら
二

十
日
ま
で
会
期
五
日
間
を
も
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
昭
和
国
十
九
年
度
一
般
会
計
矯
正
予
算

（
一
六
七
、

一

二
八
千
円
内
人
件
費

一
三
六
、
三
回
八
千
円
）
は
じ
め
条
例
の
改
正
な
ど

謹
案
＋
九
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

鰭
願
陳
情
五
件
に
つ
い
て
は
採
択
三
件
継
続
審
査
一
件
、
審
議
未
了
一

件
の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

り

念
品

ロ
月
川
目

本
会
議
（
会
期
の
決
定
、
町

長
提
案
理
由
の
説
明
及
び
議

案
説
明
）

本
会
議
（
質
疑
及
び

一
般
質

問）文
教
厚
生
委
員
会
（
付
託
案

件
の
審
査
）

総
務
委
員
会
、
産
業
建
設
委

員
会
（
付
託
案
件
の
審
査
）

本
会
議
（
常
任
委
員
長
報
告

質
疑
、
討
論
、
採
決
、
請
願

陳
情
の
決
定
、
日
程
追
加
、

議
員
提
出
議
案
三
件
審
議
可

決
）

さ

ロ
月
げ
白

報，....ー あ

ワ
月
間
日

ロ
月
旧
日
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ロ
月
凶
日

叩苛
決
さ
れ
た
も
の

務
昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

一
六
七
、
一
二
八
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が

一
、
六
七
七
、

五
六
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

務
昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

し

険
特
別
会
計
補
正
予
算
〈
第
一
ロ
リ
）

蕊
昭
和
問
十
九
年
度
明
円
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
笹
川
、
宮
崎
、
境
、
山
崎
各

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
〉

捌抑
制
和
四
十
九
年
度
明
日
町
簡
易
水
道
特

刷
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

臨調
昭
和
四
十
九
年
度
判
日
町
立
泊
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

務
朝
日
町
議
会
の
議
員
等
の
報
酬
及
び
費

九
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
全
部
改
正
の
件

鯵
朝
日
町
の
各
種
委
員
会
委
員
等
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
制
定
の
件
。

務
朝
日
町
長
、
助
役
、

収
入
役
の
給
料
及

び
そ
の
他
の
給
5
支
給
条
例

一
部
改
正

の
件
。

務
明
日
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
。

協
朝
日
町
の
峨
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

一
。部
改
正
の
件
。

鰯
明
凶
町
の
峨
員
の
特
殊
勤
勝
手
当
に
関

す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
。

綴
明
日
町
社
会
教
育
指
導
畠
の
綴
削
及
び

費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改
正
の
件
。

綴
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
痩
護
資

金
・の
貸
付
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件
。

議
朝
日
町
老
人
医
掠
貨
の
助
成
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件
。

器
朝
日
町
心
身
障
害
者
医
療
貨
の
助
成
に

関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件
。

滋
朝
日
町
廃
棄
物
の
処
魁
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例

一
部
改
正
の
件
c

（
し
尿
の
収
集
運
綴
処
分
手
数
料
問
リ

ッ
ト
山
げ
に
つ
き
あ
円
を
お
円
に
改
め
る

・むの）

諮
朝
日
町
立
境
小
学
校
太
平
冬
期

一
時
分

校
設
置
に
関
す
る
件
。

V
地
方
財
政
危
機
打
開
の
た
め
の
超
過
負

担
解
消
に
関
す
る
意
晃
容

・
い
ま
全
国
の
地
万
白
治
体
は
、
か
つ

て
な
い
深
刻
な
財
政
危
機
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
。

ζ

の
事
態
の
も
と
で
、
当
面
地
方
自

治
体
の
超
過
負
担
解
消
の
た
め
、
国
は

可
急
的
す
み
や
か

に
次
の
措
置
を
と

り
、
適
正
な
国
際
補
助
金
の
算
定
交
付

を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

て
実
勢
単
価
と
補
則
僧
怖
と
の
差
額

を
な
く
す
る
こ
と
。

一
、
実
施
事
業
量
と
補
助
対
象
事
業
量

と
の
差
額
を
な
く
す
る
こ
と
。

一
、
補
助
対
象
に
加
え
る
べ
き
事
業
と

補
助
事
業
と
の
左
傾
を
な
く
す
る
こ

と
。

て
補
助
金
交
付
条
件
を
み
た
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
上
の
理

由
に
よ
っ
て
補
助
金
交
付
を
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
認
可
売
を
な
く
す
る
こ

と
。

V
公
共
料
金
値
上
げ
抑
制
に
関
す
る
意

見
書
。

昨
今
の
諸
物
価
の
高
騰
が
住
民
生

活
に
強
い
不
満
と
著
し
い
不
安
を
与

え
て
い
る
と
き
、
政
府
は
年
明
け
早

々
に
は
、
電
信
電
話
料
金
を
は
じ
め

郵
便
料
金
、
タ
バ
コ
、
酒
類
な
ど
大

巾
な
値
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
。

叉
、
こ
れ
等
公
共
料
金
だ
け
で
な

く
、
公
共
性
の
強
い
医
療
費、
ガ
ス
、

電
車
、

バ
ス
料
金
な
ど
数
多
く
の
値

上
げ
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

公
共
料
金
は
あ
ら
ゆ
る
物
価
の
基

本
で
あ
り
、
協
上
げ
は
、
直
ち
に
諸

物
価
の
値
上
げ
を
誘
発
し
、
住
民
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
物

価
蜜
動
の
激
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、

公
共
料
金
を
極
力
抑
制
し
て
国
民
生

活
の
安
定
を
は
か
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

V
全
国
会
産
業

一
律
最
低
賃
金
制
の
法

制
化
の
た
め
の
意
見
書
。

今
日
、
異
常
な
イ
ン
フ
レ
、
不
況

下
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
経
嘗
悪

化
、
倒
産
に
よ
っ
て
そ
と
に
働
く
労

働
者
は
雇
用
不
安
、
労
働
条
件
の
悪

化
、
生
活
不
安
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

全
国
二
、
四
ハ

δ
万
人
に
の
ぼ
る
、

未
組
織
労
働
者
、
低
賃
金
層
に
対
す

る
政
治
的
施
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
ロ乙
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
低
賃
金
打
破
の
た
め
の
全
国
一

律
の
鼠
低
賃
金
の
法
制
化
を
実
現
す

る
こ
と
は
緊
急
の
郡
山
胞
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

全
国
一
律
品
低
賃
金
の
法
制
化
に
つ

い
て
す
み
や
か
に
措
ほ
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

十
二
月
定
例
会
に
お
い

て
、
請
願
三
件
、
陳
情
二
件

が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
査
の
結
果
次
の
と
お
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

(3) 

採
択
さ
れ
た
も
の

請
願

ム
朝
日
町
地
内
に
、
新
川
広
域
園
事
業
共

同
火
葬
織
の
早
急
段
置
に
つ
い
て

（
金
山
町
内
会）

陳
情

マ
昭
和
五
十
年
度
小
、
中
学
校
費
予
算
増

額
に
つ
い
て

（
朝
日
町
学
校
長
会
）

マ
境
公
民
館
建
段
に
つ
い
て

（
境
公
民
館
建
設
準
備
委
員
会
〉

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

請
願

マ
橋
向
町
流
雪
湾
設
置
に
つ
い
て

審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の

マ
朝
日
町
議
会
広
報
の
発
行
に
つ
い
て

〈
朝
日
町
連
合
青
年
団
）

醐
常
任
委
員
長
報
告
よ
り

総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
三
蚕
員

会
と
と
も
に
議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
会
案

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
請
願
陳
情
を
そ

れ
ぞ
れ
決
定
し
た
む
ね
各
常
任
委
員
長
よ

り
報
告
さ
れ、

次
の
こ
と
が
要
望
さ
れ
ま

し
た
。総
務
委
員
会

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
主
な
要
望
意
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見
と
し
ま
し
て
は
、

一
億
三
千
六
百
万
円

に
の
ぼ
る
給
与
の
ス
ラ
イ
ド
に
関
連
し
て

人
件
費
唱
に
よ
る
町
財
政
硬
直
下
の
事
態

を
強
く
認
識
し
町
長
は
じ
め
管
理
職
は
人

事
管
理
の
是
正
を
計
り
職
員
と
共
に
え
り

を
正
し

一
丸
と
な
っ
て
町
政
運
営
の
効
率

佑
に
専
心
さ
れ
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
と
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し

た。
働

一
般
質
問
の
中
か
らぬ暢

十
二
月
定
例
会
で
は
各
議
員
か
ら
多
彩

な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

役
場
職
員
の
人
事
管
理
に

つ
い
て

問

今
回
の
補
正
予
算
二
憶
六
千
七
百

万
円
の
内
人
事
院
勧
告
の
完
全
実
施
に
よ

っ
て
人
件
費
は

一
億
三
千
六
百
万
円
と
な

り
、
と
の
補
正
予
算
の
八
一

・
五
%
を
、

し
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
財
政
事
情
の
中
で
、
特
に

町
行
政
執
行
に
あ
た
り
町
民
に
対
し
温
い

職
員
の
態
度
が
必
要
で
あ
る
。

役
場
職
員
は
も
っ
と
住
民
生
活
を
守
る

た
め
行
政
に
全
力
を
あ
け
て
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
と
町
民
は
切
実
に
願
っ
て
い

る。

と
の
よ
う
な
中
で
職
員
の
執
務
態
度

に
対
し
町
民
の
非
難
の
声
も
多
い
。

今
後
職
員
の
管
理
運
蛍
に
つ
い
て
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

今
後
と
も
職
員
の
一
段
と
行
政
部

門
に
対
す
る
向
上
な
り
、
あ
る
い
は
管
取

醸
お
互
い
同
士
の
理
解
を
深
め
町
民
か
ら

い
さ
さ
か
も
非
難
を
受
け
な
い
よ
う
充
分

配
慮
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

非
常
に
多
額
な
人
件
費
に
な
り
ま
す
の

で
、
町
民
に
納
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
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は
職
員
が
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い

う
獲
を
だ
し
て
く
れ
る
ζ

と
が
望
ま
し
く

こ
れ
等
の
面
に
つ
い
て
極
力
努
力
し
た

－

v
 間

物
価
の
高
勝
、
イ
ン
フ
レ
時
代
に

当
面
し
町
は
中
小
企
業
や
失
業
対
策
の

一

方
策
と
し
て
町
蛍
住
宅
の
造
成
等
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答

住
宅
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
ご
説

に
同
感
で
あ
る
が
、

前
向
の
議
会
で
も
申

上
げ
た
と
お
り
雌
地
を
求
め
ら
れ
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
、
土
地
の
確
得
に
つ
い
て

は
今
後
と
も
努
力
を
統
け
て
ま
い
り
た

問

統
合
中
学
校
建
築
予
定
地
は
将
来

ス
ー
パ
ー
農
道
と
北
限
自
動
車
道
の
合
流

点
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
通
学
道

路
を
確
保
し
教
育
環
境
を
維
持
で
き
る

A
H

。答

計
画
で
は
校
舎
と
北
陸
自
動
車
道

と
は
五
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
お
り
、
道
路

の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
防
音
俊
一の
設
置
を

必
一
ず
要
請
す
る
。
次
に
講
堂
を
造
り
と

ζ

で
再
び
蓄
を
遮
断
し
更
に
校
舎
は
自
動

車
道
側
に
廊
下
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、

教
育
環
涜
で
あ
る
凶
五
ホ
ン
以
上
に
は
絶

対
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
鹿
追
か
ら
は
百
メ
l

ト
－w
離
れ
て
お
り
道
に
直
角
に
校
舎
が
で

き
る
の
で
騒
音
は
校
舎
に
ひ
び
か
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問

先
般
宮
崎
の
浜
小
屋
の
火
災
で
負

傷
者
が
で
た
の
で
、
ポ
ン
プ
車
と
救
店
長
阜

の
出
動
を
袈
請
し
た
と
と
る
、
悶
時
出
動

は
人
員
不
足
で
で
き
な
か
っ
た
が
、
将
来

車
の
増
加
や
花
陸
自
動
車
道
の
完
成
に
よ

り
、
い
よ
い
よ
数
急
車
の
出
動
が
培
大
す

る
と
思
う
が
救
急
車
出
動
後
火
災
が
発
生

し
た
場
合
現
在
の
人
員
で
は
ポ
ン
プ
車
の

覧あ 団け領買にし障 う買 どを つ 置放 がを あいせい密を四 万あ潤い ら費人 出

主；面 毒住害警説で2完~~答 2 主要三議 主盟 問 ~~習号 t~t 章受話 答 会品盟主 問 日高島守 票
くす会 し補なきめ、い機で阻北。いでな要あ内北の 自町 あどの務付、化期のが在 朝と題回現で

~ ~：： 手法~~＇~詩想控官会話 2罰百宮廷2 ~ ~＼ ~長時諸問時E紋鰐 5
い必録 す形 う 、しょを問。十助 来作い等 11：動い備状 でにる処お団防るガさ 市 にてる全のい
。要 はめでで担い うと和 年車 年もうで 約車かすか 選つがすり及にかスれにはいがとよの
） な図 た対あ当のなる五 度道 区で話現 五道とるら 次い、る、びつ。のて開化そ爆はうで
方’Bい処 り者・で 世 と十 にの 買きも在 IUJの考乙し 盤てそたこ本い 火 い Il l ·~ 0員いなは
は館 。す、白ど相関年 着予 収す間賀 歩建えとて 備はれめれ部て 災る広ナ しえ事な
図に ベ貿身のでい院 手定 で非い収 程設ては化 す、でには蔀は 発が域消 なな態い
書保 く収も範あて質 す地 き常て予 のにい少学 る心方装特に 一 生連閤防 けいにか
館管 道でま囲りい収 るの るにい定 怯l伴るし梢 考お金備に苑分 に距の事 れ。対
でし 路きだま非るに と周 の迷るが をい。時防 えきをし家泡国 際離イじが ば人処
閲 て 公な要で常が支 い地 か惑。た 放 三 期事 でな期ての剤、 しで学な な件す

暗唱＂＂＇・・内向・ー《~咽ー内向・・－圃－－， 一司－- γー一二， vνー・内向・~，却v・・《..... ー司、．ー内向4・内向ー・高..... ー内向・』内向咽屠《内組＿...，.，局ー内~同ー，納戸崎’内向4・内向・同内角同園内向咽・－・

自
隔 自 進のにるるる出てはの全年四 然
年然歩医滅。産原産 は 鳩女園よ「 動
（地充療少 ー 児因年大加子的り八 態
四誠実技傾方調で令巾のがに五年
十（が術向死盤、期な傾出は 十 の
、出考、に亡がそ女蹴 l句慶戦人出
四 1:え制あ者連の子少に年後減生
十 ｜ら j宣る数悶他のとあ令のと数
五 )rtれ、が はと家町 な る jべなは
f:j：亡る稿、四し族外つがにピっこ
を）。担l：乙 十て 計流た本入 lた四
除を JJ!iiれ六考園出。町りプ。八
くみ 設は年え等が と に出 l近人
）る 等近をらに主れお生ム年で
毎と の年境れよたはい数期、前

年
増
加
の
落
ち
込
み
が
見
受
け
ら
れ
る

の
が
特
徴
で
す
。

社
会
動
態

四
十
二
年
を
頂
点
と
す
る
転
出
の
滅
少

は
、
戦
後
の
ベ
ピ

i
プ
l
ム
期
、
男
女

の
就
業

・
就
学
時
が
過
ぎ
た
こ
と
、

通

勤
可
能
地
域
の
雇
用
の
掛
会
の
増
大
や

生
活
環
療
施
設
な
ど
の
充
実
が
考
え
ら

れ
る
。
一
方
転
入
は
、
四
十
一
年
を
ピ
ー
ク
に

四
十
七
年
ま
で
漸
滅
状
顕
で
あ
っ
た
が

四
十
八
年
に
は
、
前
年
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
若
年
閣
の
U
タ
i
ン
現
象
や

社
会
経
済
情
鰐
の
悪
化
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る。

(4) 

漸
減
の
原
因
は

出
産
年
令
期
女
子
の
町
外
流
出

朝
日
町
人
口
統
計
調
査

昭
和
刊
年
刊
月
1
日
現
在

社
会
動
態
編
＠

畿
自
然
、

＂＂＇‘ 1』l,, "' "' ''" ... ·1•'1' 

3必 3941 ·~ζ~ "' ・1ι4' ... ~’ 
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国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

不
動
堂
遺
跡

日
本
最
大
の
縄
文
期

円
本
川
以
卜
〈
の
住
居
跡
と
し
て
評
制
さ
れ

る
、
仲
間
水

t不
励
川京
地
内
に
ま
た
が
る
不

動
笠
大
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
町
広
訓
練
「
あ
さ
ひ
」

の
衣
胤
と
し
て
と
り
あ
げ
、
詳
し
く
宛
ぶ

し
ま
し
た
が
、

こ
の
遺
跡
は
、
従
米
国
内
で
発
見
さ
れ

た
細
い
え
則
の
辿
跡
の
中
で
以
・
も
大
き
い
も

の
で
、
富
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
国
指

定
文
化
財
と
し
て
保
仔
す
る
た
め
、
か
ね

て
か
ら
丈
化
庁
に
対
し
申
請
中
の
と
乙
ろ

ζ

の
た
び
正
式
に
刑
品
川
さ
れ
、
十
二
月一．

十
三
日
付
官
報
に
よ
っ
て
告
示
さ
れ
ま
し

た
。町
で
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

ζ

の
泣
跡

包
含
地
九
ハ

6
0平
方
メ
ー
ト
ル
の
買
収

大
住
居
跡

接
砂
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
山
川
什
刊
泊
跡
は

訂
トい
し
て
保
心
さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
遺
跡
は
縄
丈
中
間
の
前
肢
の
も
の

で
、
長
径
げ
メ
l
ト
U
F

、
短
筏
8
メ
ー
ト

ル
の
長
だ
刊
担
の
住
川
跡
で
、
内
通
の
住

日
跡
は
既
ね
6
X
4
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の

山中に
二
伺
の
炉
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の

住
山
跡
は
中
山
〈
を
岐
に
し
て
刈
低
の
段
ぷ

が
も
う
け
ら
れ
、
そ
ζ

に
間
付
切
り
が
め

っ
た
よ
う
に
想
像
さ
れ
、
さ
ら
に
大
き
な

れ
組
の
炉
が
た
て
に
阻
例
も
な
ら
ん
で
い

て
、
単
な
る
住
国
的
跡
と
は
毎
え
ら
れ
ず
、

別
祭
な
ど
を
行
っ
た
弘
会
の
場
所
と
し
て

使
っ
た
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。

八
写
奥
は
完
全
に
発
問
さ
れ
た
ん
〈
住
居
跡

後
万
に

μえ
る
小
さ
い
の
は
内
通
の
け
同

居
跡
V

広

立
冨
は
れ
た

越
冬
野
菜
の
安
売

朝
日
町
町
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
節

十
二
月
十
六

・
十
七
日
の
二
円
閥
、
町

内
の
背
果
小
柑
店
等
で
越
冬
阿
波
知
の
似
品

必
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
り

こ
れ
は
相
次
ぐ
イ
ン
フ
レ
、
物
価
高
の

今
日
、
町
民
牛
所
の
安
定
を
は
か
る
た
め

朝
日
町
町
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部

（
本
部
長
、
加
勝
助
役
〉
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

と
の
両
日
は
、
泌
常
の
」
ニ
l
四
割
噌
の

似
苑
と
な
り
梢
間
以
引
に
い人
生
川
町
引
を
叫
し

ま
し
た
。

尚
こ
れ
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
朝
日

町
商
工
会
、
卸
売
業
花
、
山
中
山
八
位
協
、
ト
八

家
圧
農
協
、
朝
日
町
青
果
小
売
店
組
合
に

は
、
消
費
者
遺
%
と
い
う
こ
と
で
通
常
の

利
蕗
械
を
は
か
り
協
お
い
た
だ
い
た
こ
と

に
紙
上
を
借
り
て
厚
く
お
仏
申
し
あ
げ
ま

す

y
o

八
山
ur誌
は
越
冬

mw米
を
口
う
梢
句
者

V

生
活
関
連
物
資

主
要
食
料
品
の

指

導

価

格

設

定

昨
年
来
よ
り
の
異
状
物
価
高
に
刈
処

し
、
物
側
沈
静
、
同
氏
ル
日
活
安
定
を
図
る

た
め
、
肢
体
省
で
は
、
生
活
関
連
物
資
主

要
食
料
品
（
砂
糖
、
食
用
拙
、
小
麦
粉
等
）

を
定
め
、
次
表
の
と
お
り
主
要
食
料
品
の

指
導
側
絡
を
設
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

メ
ー
カ
ー
、
卸
売
店
、
小
売
版
克
店
の
指

導
を
お
こ
な
い
、
凶
民
生
活
安
店
、
物
附

則
制
に
努
め
て
い
ま
す
。
川
町
、
町
で
は
、

乙
れ
を
受
け
、
ル
叩
．
市
開
泌
物
資
の
側
wm及

び
潟
給
動
向
調
査
を
お
乙
な
い
、
位
制
出
を

強
め
て
い
ま
す
。

十

川

ー

1
比
｜

L

2

4
 

J

a

 

l
 

一
斗八
十〕
T
E庁午

出
回
山
Nm
k…穿
セ、ノ．・
ワ
ス
民
一

お
ね
刀
し。

附
和
五
十
年
二
月
一
日
現
仕
で
市
一
界
農

業
七
ン
リ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
c

こ
れ
は
わ
が
国
の
農
業
の
峠
恐
慌
資
料
を

仰
る
た
め
の
淵
在
で
例
H
町
で
は
択
の
方

々
が
調
査
員
と
な
り
ま
し
た
。

山
崎
両
男
是
川
智

林

庄

脱

会
攻
略
）

高
島
幸
紘
（
高
野
）

松

附

弘

－下山
新
｝

伊
繰
政
則
｛大
京
市
山
能
沢
道
犬
宇
山
新
）

・
水
井
秀
雄
（
柳
田
）
高
岡

俊
吉
（
金
山
）

凶
杉
路
造
不
動
さ
鍛
治
資
（
金
山
）

林

一
緩
（
積
水
）
繰
山
利
明
（
富
田
）

沢
崎
幸
4
A井の
E
H
M
m
山
出
（
羽
入
）

百
品
加
次
（
羽
人
〉
山
本
武
火
正
む
曲
町－

努
永
鼠
史
在
岩
崎
』

秀
水
留
苗
韮
山
口
de

m附
円以
次
郎
（
越
〉
七
沢
政
市
ぃ
（
紡
）

川
端
券
吉
本
在
地
）

小
山

秋
次
（
花
房
）

平
沢
健
一
（
棚
山
〉
野
口
界
【
山
崎
町
制
｝

辻

栄

栄
t
J
（
細
野
〉
水
品
川
義
時
（
山
王
）

本
田
正

一
（
殿
町
〉
出
閥
和
彦
〈
殿
町
〉

火
必
同
．
ニ
（
殿
町
）
勝

原

拠

（
越
）

収
厳
正
広
明
（
越
）
作
門
弔
成
、町
則
里

小

体

茂

芯
の
内
）
土
井
宏
司
（
高
畠
）

梢
水
英
信
（
向
品
〉
谷
孝
一
（
谷
）

近
族
健
作
（
長
野
）
殿
村
英
奈
（
石
谷
）

竹
内
文
雄
（
蛭
谷
〉
長

崎

実
（
姪
谷
）

松
ド
．
融
一
ベ
小
川
氏
）
広
山
山
口
作
〈
赤
川
）

訳
川
英
成
（
草
野
）
上
野
芳
之
（
前
半
野
）

河
村
正
春
（
月
山
〉
河
村
出
口
融
〈
月
山
）

刈
桜
進
（
桜
町
）
出
瓜
義
雄
〈桜
町
）

烏
端
勉
（
上
積
一
号
水
島
晶
子
宇
横尾－

山
中
義

一
三
浦
町
コ
砂
田
正
勝
（
沼
保
）

折
谷
邦
男
〈
大
陸
）
水
島
与
次
郎
（主
主
む

い
八
回
純
二
五
E
R乞

岡

本

今
子
｛
着
水町
a
v

m見
重
男
〈
荒
川
）
平
崎
久
松
（
道
下
）

川
原
伊
三
次
郎
（
W
T
柳
〉
山
崎
秀
行
（
平
柳
〉

竹
内
問
之
助
（
笹
川
）
竹
内
義
則
〈
笹
川
）

一
故
井
宏
一
志
郎
（
笹
川
）
長
井
佐
川
相
松
（
笹
川
）

折
谷
忠
由
（
笹
川
）
長
井
賢
明
〈
笹
川
〉

青
木
秀
並
走
塁
品
）
河
内
容
男
（
宮
崎
）

鼠
谷
九
左
エ
門
（
宮
崎
）
水
島
恒
（
宮
崎
）

水
島
ス
ミ
子
ハ
境
）
水
島
育
子
（
境
〉

水
品
一
行
〈
境
）
軍
敬
三
へ
境
）

拠
語
以
級
（
境
）
床
上
町
け

一
〈
大
平
）

川
樹
皮
（
下
野
）
沢
本
間
二
（
藤
塚
〉

代
弁
孝
作
ハ
横
道
）

何）

守’’
nソ
ι
ヲ
、

u
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草月 日田了
を探る

年生れの戸ンケート

未来の
卯

え

と

の

由

来

ひ

干
支
は
、
A
F
か
ら
三
ハ
δ
O作
前
、
中

国
の
殴
王
朝
時
代
に
始
ま
っ
た
と
・
ど
い
わ

れ
、
日
本
に
は
六
位
紀
凶
に
人
っ
て
き
た

も
の
で
、
凶
の
年
月
円
、
時
刻
、
方
向
を

表
わ
す
記
匂
と
し
て
使
わ
れ
、
叩
か
ら
努

ま
で
の
十
下
（
幹
）
、
子
か
ら
亥
ま
で
の
十

二
支
（
校
）
を、

兄
（
え
）

弟
〈
と
）
の

二
つ
に
分
け
て
六
十
組
に
組
み
合
わ
せ
、

ひ
と
ま
わ
り
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
巡
胤
別
で

あ
る
。
藩
政
時
代
の
文
書
な
ど
は
年
代
を
表
わ

す
の
に
、
元
号
の
あ
と
は
年
数
を
冴
か
な

い
で
ほ
と
ん
ど
干
支
を
使
っ
て
ぷ
わ
し
て

い
た
。方向
で
は
、
東
は
卯
（
う
）
凶
は
州

（と

り
）
聞
は
午
（
う
ま
）
北
は
子
（
ね
〉
で

南
東
は
反
（
た
つ
〉
と
己
〈
み
）
で
渋

〈
た
つ
み
〉
北
凶
は
成
（
い
ぬ
）
と
亥
（
い
）

で
舵
〈
い
ぬ
い
）
耐
同
は
い
水
（
ひ
つ
じ
）

と
山
叩
（
さ
る
）
で
坤
（
ひ
つ
じ
さ
る
）
北

京
は
丑
（
う
し
）
と
山
内
（
と
ら
）
で
以
〈
う

し
と
ら
）
と
よ
び
、

時
刻
で
は
、
子
の
刻
は
使
小
の

O
附
で

午
前
は
二
時
間
を

一
刻
〈
と
き
）
と
紘
し

て
、
丑
山
川
卯
以
己
午
と
、
午
の
刻
が
正
午

さ報－－－－…あ
昭和32年8月8日 庁
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で
、
午
後
も
禾
閉
酉
成
亥
と
二
時
間
刻
み

に
な
っ
て
い
る
。

乙
の
記
号
を
動
物
の
な
ま
え
に
あ
て
は

め
た
の
は
戦
国
期
以
降
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
現
在
暦
の
上
で
の
え
と
は
生
活
と

は
何
ら
大
き
な
関
連
性
は
な
く
な
っ
た
と

は
い
う
も
の
の
、
維
新
か
ら
百
年
刊
以
上
も

た
つ
た
今
日
な
お
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
関

連
し
て
若
い
人
た
ち
の
中
に
さ
え
、
意
識

や
観
念
と
し
て
生
き
て
い
る
ζ

と
は
、
何

と
も
不
思
議
な
と
と
と
一両
わ
ざ
る
を
得

E
、、
。

e
h

・ν昨秋
台
湾
を
旅
行
し
た
ぷ
人
が
、
ひ
な

び
た
柏
村
で
ス
ケ

ッ
チ
を
し
て
い
た
と
と

ろ
へ
、
年
老
い
た
漁
火
が
で
て
来
て
親
し

く
円
本
析
で
話
し
か
け
て
き
た
が
、
そ
の

会
川
の
中
で
話
人
が

「
あ
な
た
は
な
に
年

生
れ
か
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
が
強
く
印
象

に
餓
っ
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。

十
－
卜
十
二
支
な
ど
と
い
う
も
の
は
、

引判

学
や
文
明
を
起
え
た
東
洋
的
シ
ン
ポ

山戸
か

も
知
れ
な
い
と
い
う
感
が
す
る
。

さ
て
、
本
年
も
昨
年
に
倣
っ
て
、
今
年

の
え
と
に
因
ん
で
、
町
民
の
中
か
ら
卯
年

作
い
ま
れ
の
万
々
に
夜
場
し
て
い
た
だ
き
、

供
年
令
嗣
か
ら
際
閣
の
質
問
安
旨
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
皆
川
せ
て
い
た
だ
い
た
。

川
符
の
必
読
や
側
側
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
収
刷
か
ら
尚
み
と
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
恥
い
で
あ
る
今
（
嗣
知
子
）

ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
要
旨

後
tこu:
み

よ
し、

Ill~ 
っ
く
り
ぴ〉

た
め

；

制
日
町
の
将
来
に
つ
い
て
あ
な
た
は

ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
、

（川
開
業
、
観
光
、
作
し
爪
な
ど
の
山
か

ら
）

．． 
、
あ
な
た
は
、
新
町
長、

町
会
綴
員
の

方
々
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す

か
。（
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
と
）

一一
、
朝
日
町
に
是
非
ほ
し
い
と
思
う
も
の

（
な
る
べ
く
実
現
吋
能
と
思
わ
れ
る

も
の
〉

主

婦水

島

栄

子

昭
和
お
年
生

（
宮
崎
〉

付
職
住
近
接
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
今
、

朝
日
町
に
は
そ
れ
を
満
た
し
て
く
れ
る
掛

所
が
少
な
く
、
そ
の
為
に
沢
山
の
者
が
町

か
ら
離
れ
て
働
い
て
い
ま
す
が
ζ

れ
ら
の

多
く
の
人
々
が
外
に
川
な
い
で
働
け
る
よ

う
な
臓
場
が
必
．些
だ
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
開
先
よ
り
も
、
自
然

を
践
す
乙
と
に
h
H
を
入
れ
る
乙
と
が
火
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
れ

M
H
新
町
長
、
議
員
の
皆
服
私
達
町
民
の
代

打
次
と
し
て
議
会
迎
。
円
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
町
議
会
と
い
う
の
は
私
達
に
と

っ
て
も
っ
と
も
・身
近
に
体
験
で
き
る
政

治
の
場
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で

す
か
ら
、
な
お
町
議
会
と
い
う
の
は
ガ
ラ

ス
強
り
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
0

・
町
の
巾
に
体
日
な
ど
・
採
燃
で
遊
び
に
行

け
る
よ
う
な
広
い
公
闘
を
泊
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
、

砂
湯
な
ど
を
備
え
、
仰
臼
れ
卓
や
宙
干
の
往

米
が
激
し
く
て
子
山
山
店
を
安
心
し
て
遊
ば

せ
て
や
る
引
が
で
き
な
い〈，

u自
由
に
組

下
が
遊
べ
る
場
所
が
必
必
で
す
。

‘‘且

．．
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圃
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圃
園
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島
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圃
圃

Fμ

加

宿願

秀

樹

訓
岨
岡

，

．一L
l
i
a

附
和
初
年
ル
1

4
園
田
園
咽
対

策
ド
町
〉

ハ門
州
川
町
は
、
ヂ
地
よ
り
も
山
間
却
が
多

い
だ
け
に
、

工
場
を
誘
致
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
そ
乙
で
観
光
地
と
し
て
考
え

る
場
合
、
徐
々
に
開
発
の
進
ん
で
い
る
城

山

t
宮
崎
海
岸
戸
l
卜
、
そ
れ
に
巌
近
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
来
た
不
動
堂
遺

跡
、
槻
山
、
等
、
と
れ
ら
を
観
光
地
と
し

て
開
発
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

も
、
自
然
破
戒
を
極
方
お
さ
え
た
開
発
を

望
み
ま
す
。
結
論
的
に
は
、
観
光
と
、
静

か
な
住
宅
地
（
∞
開
口
、
吋
。
毛
Z
）
の
2

本
立
を
期
待
し
ま
す
。

同
部
市
計
闘
を
、
も
っ
と
出
前
に
考
え
て

ほ
し
い
、
例
え
ば
公
共
施
設
（
郵
便
局
、

役
場
、
融
慣
祭
署
、消
防
署
、
等
）
の
隣
設
。

目
先
の
乙
と
だ
け
で
な
く
、
長
い
目
で
見

た
都
市
計
画
を
願
う
。

－
人V
の
高
授
が
、
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
力
へ

完
全
移
転
し
た
吻
合
、
そ
の
跡
は
ど
う
い

う
計
固
に
な
っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
が
緑

が
ふ
ん
だ
ん
に
有
り
、
休
日
に
は
老
人
が

孫
を
連
れ
て
散
歩
し
、
木
彬
で
は
、
寝
そ

べ
っ
て
説
』
で
も
し
て
い
る
人
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
、
若
者
が
テ
ニ
ス
で
も
し
て
軽

く
げ
を
流
せ
る
と
い
う
総
合
公
園
に
で
も

な
っ
た
ら
と
い
う
拶
を
見
て
い
ま
す
。

会
社
白
勝

田

昌
概
盛

附
和
同
年
生

（彼
川
）

H
M刷
臼
町
は
観
光
町
一
跡
、
お
よ
じ
注
業

の
条
件
に
は
非
常
に
以
ま
れ
て
い
る
。

乙
れ
を
、
関
連
づ
け
た
、
い
わ
ゆ
る
制

沌
物
件
．
の
附
発
、
促
進
に
よ
る
住
民
生
活

の
内
ト
し
を
図
る
施
策
を
期
待
す
る
が
、
具

体
的
に
第

一
段
と
し
て
、
以
山
公
園
を
起

点
と
し
て
、
宮
崎
鹿
島
の
舶
物
閥
、
宮
附

糊
木
市
山
制
令
一
環
し
た
ト
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス

の
附
売
と
、
乙
れ
と
航
行
し
て
、
．
Z
附
ス

？

t
の
L
Z比
τ

キ
l
場
を
盤
備
し
、
国
道
か
ら
の
乗
り
入

れ
を
利
便
化
し
、雑
木
林
を
、
桜
、
桃
、

柿

等
の
果
樹
林
に
切
り
か
え
、
果
樹
物
産、

海
産
物
に
よ
る
観
光
物
産
の
定
着
化
と
四

季
を
通
じ
て
の
、

一
大
楽
園
地
帯
の
早
期

実
現
を
期
待
す
る
。

(6) 

同
常
に
、
「
初
心
に
か
え
っ
て
」
町
民
本

位
と
し
た
、
山
び
乙
町
政
に
あ
た
っ
て
も

ら
う
ζ

と
を
期
待
す
る
。

－
、
子
供
と
老
人
を
小
心
に
、
町
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
城
山
公
園
地
街
に
町
蛍

に
よ
る
、
娯
楽
、
宿
泊
施
設
を
造
成
し
て

ほ
し
い
。

↓r
婦
水

島

祥

子

昭
和
同
年
生

（
塊
）

付
町
民
の
日
常
生
活
が
安
定
し
、
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
朝
日
町
を
、
町
民
自
ら
が

自
然
保
護
を
第

一
に、

大
い
に
活
用
す
る

観
光
地
で
あ
る
壌
を
期
待
し
ま
す
。

同
昨
年
の
石
油
危
機

に
相
次
ぐ
イ
ン
フ

レ
、
物
価
高
踏
と
不
安
な
日
常
生
活
の
中

で
物
価
安
定
に
伴
っ
て
町
民
生
活
安
定

を
則
待
し
、
又
、
不
側
、
不
党
の
公
平

な
町
政
で
あ
る
と
共
に
町
位
、
町
議
の

万
々
の
働
き
に
よ
り
町
政
発
展
を
願
い
ま

す
。

－
自
分
が
町
に
山
て
ま
ず
州
出
す
る
事
、

そ
れ
は
駐
車
場
の
な
い
併
で
す
。

中
町
の
駐
車
場
は
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
で

入
れ
ず
街
は
駐
車
禁
止
で
買
い
物
に
出
か

け
て
も
車
の
出
き
刷
物
に
と
て
も
困

り
ま

す
。
広
く
て
由
由
に
山
人
り
出
米
る
駐
車

場
が
足
非
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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封
鹿 社
問 自 歯
〈和 問
雌 2志
町平，~ 佐
）生 松

ハ
門
日
本
人
は
働
き
す
ぎ
と
か
っ
m
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
時
位
の
流
れ
の
中
で
週
休
て
円

制
と
か
休
円
も
多
く
な
り
将
来
大
形
レ
ジ

ャ
ー
の
時
代
が
き
ま
す
。

幸
い
町
は
自
然
の
観
先
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
る
か
ら
そ
れ
を
生
か
す
乙
と
一
例
と

し
て
愛
本
栂
か
ら
の
棚
山
、
石
谷
、
城
山

境
川
を
結
ぶ
ド
ラ
イ
ブ
コ
l
ス
を
つ
く
り

国
民
宿
舎
、
休
油
公
胞
設
を
造
っ
て
保
養
観

先
N

l
ト
と
し
て
広
く

一
般
の
人
達
の
利

用
を
計
る
こ
と
。

同
あ
る
一
部
で
は
衛
生
処
理
後
の
汚
水
を

農
業
用
水
に
流
さ
ざ
る
を
得
ぬ
現
状
で
す

が
早
急
に
農
業
用
水
と
分
離
し
た
下
水
構

の
完
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

国
滅
山
に
動
物
園
を
併
用
し
た
町
民
の
組

い
の
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

さ報 ー あ

主
折
問 日 婦
〈来fl合
本 2宇F
Rげ年 ’ 
）生 枝

広

付
産
業
自
然
、
に
恵
ま
れ
生
ま
れ
出
る
山
荒

が
取
り
た
や
さ
れ
な
い
服
、
学
術
的
な
保

護
を
加
え
朝
日
町
の
代
点
的
な
産
物
を
つ

く
り
出
す
。

昭和321手8月8目
－第30便物腿可・…・…ーー・

観
光
亡
母
が
大
手
術
の
後
、
棚
山
に
登
り
、

大
自
然
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
、
「
生
き

て
い
て
良
か
っ
た
」
と
云
っ
た
一

一冨
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
あ
の
辺

一
帯
の
、
観
光
開
発
計
闘
を
具
体
化
す
る

〈
三
峰
の
ス
キ
ー
場
の
開
発
も
合
め

て）同
落
ち
着
い
た
静
か
な
町
も
よ
い
が
、
も

っ
と
倍
以
の
あ
る
町
を
願
い
、
恵
ま
れ
た

自
然
を
生
か
し
て
の
観
沌
、
そ
し
て
、
同

文
は
、
県
の
公
共
掛
倒
を
誘
致
し
て
他
町

村
の
万
々
の
間
入
り
の
多
い
町
、
若
々
し

い
町
へ
の
変
身
を
則
待
し
ま
す
。

同
的
人
会
館
（
財
人
の
太
き
な
団
体
か
ら

グ
ル
ー
プ
的
な
集
い
ま
で
、
気
軽
に
出
入

り
山
来
る
織
な
も
の
を
）
の
建
設
と
福
祉

会
館
の
幼
児
輩
を
、
夜
開
放
し
、
美
容
体

保
的
な
用同月パ

一
揃
備
え
つ
け
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

農

業大

森

勇

造

ト
〈
正

4
年
生

（
長
野
）

付
自
然
に
患
れ
た
土
地
条
件
を
活
か
し

段
、
水
、
畜
産
物
、
山
菜
、
そ
菜
等
特
産

物
と
し
て
裁
第
技
術
の
向
上
、
観
光
国
に

於
て
は
宮
崎
海
岸
の
発
展
と
豊
富
な
垣
－
U
水

揚
と
冬
山
マ
ハ
キ
ー
を
結
ん
で
発
展
さ
せ
た

い
。
生
活
聞
で
は
闘
場
繁
備
で
進
ん
だ
当

町
に
於
て
余
剰
労
力
を
活
用
し
工
場
誘
致

す
る
事
、
明
円
売
也
事
業
の
早
期
実
現
を

期
待
し
ま
す
。

同
私
達
六
十
一
＋
イ
卯
年
生
ま
れ
の
者
は
苦

し
い
戦
時
体
験
者
で
あ
り
、
役
場
職
員
の

労
働
騒
ぎ
等
は
町
民
に
と
っ
て
大
変
奇
巽

な
感
じ
に
映
り
ま
す
。
も
う
少
し
お
瓦
に

孜
但
し
あ
い
話
あ
っ
て
明
る
い
町
政
や
庁

舎
に
し
て
戴
き
た
い
も
の
で
す
。

同
公
園
誕
地
を
造
成
し
た
ら

狭
い
日
本
は
将
来
越
々
と
廷
に
占
領
さ

れ
そ
う
で
す
。
お
寺
屋
敷
に
は
祭
最
仏
の

誕
が
無
数
に
江
っ
て
い
ま
す
。
将
来
大
納

骨
吹
を
構
築
し
収
納
し
た
な
ら
個
人
基
の

立
派
さ
を
競
走
す
る
こ
と
も
な
く
公
平
に

一
位
に
仲
良
く
問
ん
な
が
眠
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

店

業西

村

ノ

リ

大
正
4
年
生

（
月
山
）

付
説
々
良
民
は
農
業
密
主
と
し
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
腿
楽
の
内
に
酪
腹
、

野
菜
作
り
な
ど
取
り
入
れ
て
生
活
し
て
行

け
る
陳
に
指
・身
者
を
聞
き
、
股
家
の
主
婦

が
、
土
方
に
行
か
な
い
で
股
業
に
専
念
で

き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

付
ス
ト
ラ
イ
キ
は
あ
る
但
何
度
止
む
を
得
な

い
と
は
思
い
ま
す
が
町
民
の
本
簡
の
た
め

の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と

共
に
、
上
に
立
っ
た
方
は
、
そ
ん
な
こ
と

を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
努
力
し
て
く

だ
さ
い
。

同
現
在
町
に
宿
社
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
狭
く
て
使
い
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
結

婚
式
場
や
肢
露
宴
が
で
き
る
よ
う
な
会
場

を
糟
設
し
て
ほ
し
い
。

州
民

業沢

本

啓

次

明
治
松
崎
年
生

（藤田啄）

付
町
民
の
生
活
用
水
確
保
の
大
計
を
樹
て

ら
れ
た
い
。
現
在
各
地
区
は
簡
易
水
道
に

た
よ
っ
て
い
る
が
、
蚊
近
ほ
場
整
備
の
進

行
、
大
島
の
地
下
水
政
み
あ
げ
の
た
め
水

位
が
下
が
り
井
戸
の
掘
り
な
お
し
な
ど
其

の
維
持
費
に
苦
し
ん
で
居
る
。
豊
富
な
氷

原
を
山
に
求
め
る
か
、
小
川
を
利
用
し
て

上
水
道
の
建
設
を
望
む
。
農
家
に
あ
る
資

源
を
活
用
し
た
工
場
、
つ
ま
り
町
内
農
家

の
屑
米
を
原
料
と
し
て
菓
チ
、
飴
を
つ
く

る
工
湯
を
つ
く
れ
ば
公
害
も
な
く
農
家
の

余
剰
労
h
M
活
用
に
も
な
る
。

ほ
場
盤
備
事
業
事
務
の
集
中
化
を
は
か

ら
れ
た
い
。
朝
日
町
で
は
各
地
で
ほ
窃
雌

備
が
蔚
々
行
わ
れ
て
い
る
が
換
地
事
務
メ

は
登
記
完

f
ま
で
に
は
尚
数
ヶ
年
の
日
時

を
要
す
る
と
思
う
。
ζ

の
際
各
改
良
区
事

官
却
を
一

ケ
所
に
集
中
し
人
的
経
済
的
の
節

約
と
効
果
的
な
運
営
を
望
み
た
い
。

同
町
長
町
議
の
万
々
は
そ
の
執
行
審
議
の

機
能
を
最
高
度
に
発
降
、
町
発
展
に
努
力

さ
れ
た
い
。
金
の
か
』
る
山
川
海
を
か
与

え
る
町
財
政
と
は
い
え
、
協
拙
策
が
積
極
性

に
欠
け
て
い
る
織
に
思
う
。
一

昨
昨
年
十
二

月
町
総
合
計
画
も
策
定
さ
れ
て
お
り
三
木

総
理
の
云
ふ
「
有
言
実
行
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
町
民
に
活
力
を
ふ
き
乙
む
町
づ
く
り
に

進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

同
老
人
い
乙
い
の
家
を
つ
く
ら
れ
た
い
。

現
在
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
老
人
室
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
環
境
が
騒
々
し
く
入
浴
設
備

が
な
く
且
つ
多
目
的
施
設
の
た
め
老
人
が

気
軽
に
利
用
し
に
く
い
。
静
か
な
環
境
で

入
浴
設
備
の
あ
る
老
人
い
と
い
の
家
を
つ

く
り
、老
人
福
祉
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

家
事
手
伝

石

崎

キ

ク

明
治
犯
年
生

（下
道
下
〉

付
産
業
都
市
、
観
沌
都
市
と
し
て
町
の
発

展
の
た
必
、
結
権
で
す
け
れ
ど
も
公
筈

と
か
、

自

然
優
墳
と
か
、
困
っ
た
問
題

が
お
き
な
い
様
に
本
当
に
住
み
良
い
町
づ

く
り
を
、
住
民
の
た
め
に
考
え
て
頂
き
た

供） い
忍 O

Jむ
を
は
fJ. 
れ

地
域
と
か
部
落
と
か

で
な
く
、
つ
ね
に
明
日
町
全
体
と
い
う
事

を
考
え
て
、
誠
心
誠
意
を
以
っ
て
自
分
に

槻
せ
ら
れ
た
貰
勝
を
果
た
し
て
頂
き
た

、、。’ν
 

伺
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・
私
達
老
人
が
気
楽
に
利
用
で
き
る
も
の

．
老
人
が
集
っ
て
話
し
合
え
る
泊
所

－
風
自
に
入
れ
る
所

・
マ
7

サ
ー
ジ
、
あ
ん
ま
が
し
て
も
ら
え

る
所

・
老
人
は
老
人
な
り
に
体
を
動
か
す
よ
う

に
保
養
セ

ン
タ
ー
の
草
む
し
り
と
か
老

人
に
む
く
障
な
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く

（
例
え
ば
、
ぞ
う
き
ん
作
り
等
を
さ
せ

て
頂
く
〉

(7) 

無

職大

菅

す

い

明
治
ロ
年
生

（
上
町
）

付
今
の
時
代
を
ど
う
思
い
獲
す
か
。

長
く
生
き
て
い
る
お
か
げ
で
、
テ
レ
ピ

も
見
る
こ
と
が
で
き
本
当
に
よ
い
時
代
で

す
。
い
い
変
え
る
と
、
今
の
伸
次
備
投
は
極
楽

で
す
。

同
今
の
若
い
人
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
か
。

昔
と
比
べ
て
今
は
お
金
さ
え
出
せ
ば
好

き
な
品
物
が
買
え
る
か
ら
、
若
い
人
が
き

れ
い
に
着
飾
る
こ
と
・も
で
き
、
た
い
へ
ん

し
あ
わ
せ
だ
と
思
う
。
又
訟
も
そ
う
い
う

着
飾
っ
た
人
を
見
て
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

同
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

テ

νピ
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
思
い

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ζ
と
。
と
同
時

に
、
こ
れ
ら
の
楽
し
み
を
知
ら
ず
し
て
亡

く
な
ら
れ
た
人
に
同
情
し
ま
す
。
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一軒以
後川
町
内…一一一川
町
hh
以

国
民
年
金
の

老
齢
年
〈
孟
の
受
給
者
は

現
況
届
を
出
し
ま
し
ふ
う

老
齢
年
金
は
年
四
問
、
通
算
老
齢
年
余

は
年
二
回
の
支
払
日
に
み
な
さ
ん
の
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
や
郵
便
局
を
通
じ
て
支

払
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続

い
て
年
金
を
お
支
払
い
す
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
現
状
を
確
認
し
て
お
く
必
裂
が

あ
り
ま
す
。

ひ i

そ
の
た
め
に
は
、
同
民
年
余
、
ま
た
は

通
算
老
齢
剛
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
附

和
五
十
年
二
月
十
五
日
ま
で
に

「
国
民
年

金
獲
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

用
紙
は

一
月
中
旬
に
紅
会
保
険
庁
か
ら

直
接
本
人
あ
て
に
送
っ
て
き
ま
す
の
で
、

用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
必
要
事
項
を
記
入

し、

市
町
村
長
の
証
明
書
を
受
け
て
下
さ

い
。
乙
の
聞
は
、
郵
便
ハ
ガ
キ
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
十
円
切
手
を
貼
っ
て
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

二
月
十
五
日
ま
で
に
現
出
届
の
提
出
川
が

な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
年
六
凡
則
以
降

の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さ報 一 あ
昭和32年8月8目 ,..,... 
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現
況
屈
を
提
出
す
る
人

昭和四＋九年二月＋五日以前から

国民年金の卓也鯵年金、通算老齢蜘年

金を受けている人。

し ~Q いひま ｜切る何Ii の 沢
み ろそたあ兎，...... ~li 杉

兎ノトる の と倒たのお聞 の
むし 盤ゐしりめ ） 林
ひ（るつにぐず をさか 小 つ兎しる ひ
げな合 ゐかなく そ
る）の ねり む

f、 店し兎 むけ苦
野兎
む~t をさの 長り りに

日 l町 長 よ な
本 き 主C会》

来り ら
欧 見 耳 耳 む
狸 少し

｜場 と て 跡
選 ざ き i百t あ
者 勾Z し き た、
の そ ｜臨 ら

制 ｜ヨ 透 ば を し
日 の き だ み き 広
町 悲 て て は 1;v1 . 
教

Jll 育

委
員

親長、、J

義

偽物
上
川
飢
の
世
界
を

来
し
も
う
＠

今
年
も
ス
キ
l
教
室
ガ

開
力
れ
ま
可

長
野
県
わ
ら
び
平

今
年
も
ス
キ

l
教
室
を
開
講
し
次
の
要

領
で
参
加
者
を
募
集
し
志
す
。

V
期

日

一
月
二
十
六
日
（
日
）

i
一

月
二

八
日
（
火
〉

長
野
県
わ
ら
び
平
ス
キ
l
場

制
州
、
わ
ら
ぴ
平
山
荘

初
心
者
を
小
心
と
す
る
。

州
五
十
名

（中
込
．順
）

例
制
日
町
内
に
住
所
を
わ
り
す

る
者

付
金
回
利
t
T
確
尖
に
参
加
で

き
る
者

一
人

六

、

．

0
0円
（交

通
釦
を
《
む
）

一的
f
k
の
申
込
川
紙
に
必
要
4
p

項
記
入
の
う
え
、
中
込
金

二
0
0
0円
を
添
え
て
巾

マ
会

場

マ
対

象

マ
受
摘
者

マ
参
加
費

マ
申

込

し
こ
む
0

・
巾
込
合
の
な
い
も
の
は
受
付
け
ま
せ
ん

．
巾
込
制

ω後
受
淵
酬
を
取
り
消
し
て
も
中

込
合
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

マ
申
込
、
問

ν
合
わ
せ
先

町
教
寓
問
委
員
会

ハ電
①

一
一
O
四
〉

八
写
真
は
、
昨
年
度
の
ス
キ
l
教
室
の

ス
ナ
ッ
ア

V

弘
子

新
春
文
芸

初

担イ下

回のl丙 う』j

13i 

匂

初
昏
ゃ
れ
さ
し
臼
き
い
化
仙
波
を
は
く
池
駅
喜
美
子

去
年
今
年
つ
ら
ぬ
き
流
る
照
部
川
板
畑
沢

茂

何
問
は
ん
応
鼠
の
怖
や
初
明
り陶

沢

一紫

火

百
到
に
作
き
て
作
み
し
初
川
か
な
尼

附

泊

盟

初
邸
内
エ
の
深
さ
に
羽
仰
け
り
片

制

芭

女

宮
制
の
大
の
如
く
に
生
き
む
と
す
川

ト
土
穂

月

い
く
と
せ
か
久
し
き
友
の
初
艇
り
金
山
奈
々
子

新
沓
の
松
伯
幹
を
聞
か
し

出

水

胞

樹

初
日
影
ペ
ン
だ
乙
の
指
伸
ば
し
み
る

双

川

和

夫

成
す
ζ

と
の
今
年
も
多
し
お
元
日
長
崎
磐
山
人

肢
に
浮
く
夫
婦
鴎
や
千
代
の
杏浜
田
一

関

惚
れ
合
う
て
共
に
選
慌
の
年
迎
う
山
本
伊
次
郎

波
顕
光
り
あ
り
け
り
初
内

wr
以

久

雄

芹
き
ざ
む
子
に
科
水
の
ぬ
く
も
り
で

本
州
ヰ
代
乃

あ
ど
け
な
き
賀
状
今
年
も
胤
説
の
児

水

品

末

吉

懐
か
し
き
人
の
賀
状
に
刻
忘
る柳

沢

一

枝

読
初
の
服
チ
全
集
や
俳
話
編
Mm
倉

悟

藍

(8) 

積
雪
対
策
に
つ
い
て

ご
協
力
の
お
願
い

い
よ
い
よ
降
吋
一則
を
辿
え
、
町
で
は
道

路
除
皆
実
施
計
剛
に
基
づ
き
、
冬
期
間
の

交
通
抑
制
保
に
万
全
を
則
す
る
た
め
、

同中
朝

間
辿
除
留
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

事
が
ら
に
つ
い
て
特
別
の
御
悩
h
M
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
の

一
、
除
富
恵
の
運
行
に
支
障
が
あ
り
ま
す

の
で
、
絶
対
に
路
上
駐
車
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
の

ニ
、
機
械
除
雪
の
た
め
、
民
家
の
入
口
を

防
ぐ
吻
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
点
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈

写
真
は
除
勾
凪

M

V

一八」Hザ’

i島 署催l校正｜：（ 〈絢丙d新朝
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棚
山
よ
り
羽
入
に
い
た
る
林
道
棚
山
線

が
、
ζ

の
ほ
ど
延
長
二
一
一八
米
巾
員
四

・

O
米
を
工
事
費
八
百
七
十
万
円
で
完
成
し

ま
し
た
。

岡
林
道
は
花
房
地
内
か
ら
羽
入
地
内
ま

で
総
延
長
八
ヰ
米
の
計
闘
で
あ
り
、
羽
入

ま
で
あ
と
．一
平
五
百
米
と
迫
っ
て
お
り
ま

す
。こ
の
林
道
は
棚
山
台
地
二
百
五
十
ヘ
ク

f
b

タ
l

w
の
山
林
資
限
の
開
発
を
促
進
す
る

だ
け
で
な
く
、
緊
勝
地
と
し
て
観
光
開
発

絞

－
屋
狼
零
等
を
道
館
に
降
し
に
ら
、

す
ぐ

監
理
し
て
、
消
防
車
、
救
急
車
が
通
行

で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

－
消
火
詮
、
貯
水
槽
は
町
内
を
守
る
大
切

立
水
利
で
す
の
で
周
囲
の
除
雪
を
励
行

し
て
下
さ
い
。

－
火
災
を
通
報
す
る
と
き
は
、
場
所
及
び

目
標
物
を
明
確
に
連
絡
す
る
こ
と
。
ま

た
救
急
車
を
要
績
す
る
と
き
は
、
場
所

目
標
物
、
病
人
の
病
状
等
を
明
確
に
連

絡
し
て
下
さ
い
。

※
火
災
が
発
生
す
る
と
、
一一

九
蒋
火
災
、

救
急
専
用
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
、
ベ
ル
が
鴫
り
止
む
ひ
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
乙
の
聞
に
救
急
車
等
の
要
請
が

あ
っ
て
も
話
し
中
で
大
切
な
人
命
が
失
わ

れ
る
と
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
火
災

の
問
い
合
わ
せ
に
↓
斗
刈
剖
を
因
さ
れ
て

も
応
じ
ま
せ
ん
の
で

一
般
加
入
電
話
回

0

0
0九
番
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

昭和50年 1月10目
月 刊（毎月 10日発行J

林
道
棚
山
線

開
設
工
事
完
成

議
山
林
資
頑
と

鍍
光
開
発
を
め
ざ
し
て
態

ひさ報 … ・… あ

t

消
防

積
雪
時
の
除
雪
と

火
災
予
防

本
絡
的
な
冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
積
雪

の
た
め
消
防
車
及
び
救
急
車
の
運
行
に
支

障
を
き
た
す
ζ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
特

に
市
街
地
で
は
積
雷
状
況
を
見
て
町
内
の

一
斉
除
雪
を
す
る
な
ど
し
て
と
協
力
下
さ

い
。
ま
た
寒
さ
が
厳
し
い
毎
日
で
す
が
、

司
制
刈
川
川
汁
矧
州
倒
閣
制
到
の
取
り
扱

い
を
あ
や
ま
る
と
、

一
瞬
に
し
て
大
惨
事

に
な
り
ま
す
。
暖
房一、

ガ
ス
器
具
等
の
取

扱
い
方
法
に
十
分
注
意
し
て
、
火
災
発
生

防
止
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
次
の
事
を
守

っ
て
下
さ
い
。

－
屋
根
に
雷
が
多
く
積
る
と
思
わ
れ
る
と

き
は
早
自
に
降
す
こ
と
ι

昭和32年8万8目 － 
・.:・・ ..買事3種郵便物震可 ………－－－… 今 …ぃ Iム

対
象
地
と
な
っ
て
い
る
と
ζ
ろ
か
ら
今
後

の
利
用
価
値
が
増
大
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

八
写
真
は
完
成
し
た
棚
山
林
道

V

今
月
は

町
民
税
、
国
民
健
康
保
健
税
共
に
四
期

分
の
納
付
期
月
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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みんなの
図書館

本は心の
たべもの

予
約
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

l
ご
希
望
の
本
を
確
実
に

手
に
入
れ
る
だ
め
に

電
話
で
も
O
K
で
す
。

O
五
七
四
）

あ
な
た
の
読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
な

い
と
き
は・
．．
．
 

0
貸
出
中
な
ら
そ
の
本
が
返
っ
た
と
き
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

O
ま
だ
貿
つ
て
な
い
本
は
新
し
く
購
入
し

て
真
先
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
買
え
そ
う
に
な
い
本
は
県
立
図
書
館
な

ど
か
ら
借
り
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
着
図
書
の
あ
ん
な
い

色
徳
（
上
、
下）

花
ぐ
る
ま
（
よ
、
下
〉

真
砂
属
お
峨

ス
フ
ィ
ン
ク
ス

転
婚
時
代

白
い
禁
燭

王
将
殺
人

暗
黒
告
知

口
笛
を
ふ
く
時

海
の
紋
拠隠

う
ち
の
女
房
う
ち
の
息
子

溺
れ
谷

無
常
ソ
ン
グ

読
み
た
い
本
は
、

く
だ
さ
い
の

~ 

ど
ん
ど
ん
予
約
し
て

（

T
E
L三
l

瀬
戸
内
晴
美

凶

中

股

江

有
吉
佐
和
子

棚

田

普

衛

森

村

桂

嵯
峨
島

問

斉

藤

栄

小

林

久

三

遠

藤

周

作

豊

田

綴

遠

藤

周

作

松
本
満
市
川

田

辺

聖

子

巨
大
な
墓
原
〈
上
、下
）

胤

岩

重

吾

円

型

水

糟

曽

野

綾

子

夜
あ
け
の
さ
よ
な
ら

凹

辺

聖

子

献

身

丹

羽

文

雄

砂
の
時
計

鮎

川

富

也

机
過
の
資
格

松

本

消

張

日
本
人
こ
こ
に
あ
り
（
上
、下
）

拠
山
季
之

野
わ
け

渡

辺

淳

一

ど
て
ら
い
男
〈

一
、土
ハ
）

祐

登

僅

す
ご
い
自
分
だ
め
な
自
分
の
研
究
三

浦

朱

門

古

川

英

明

梅

原

拡

雄

知

社

(9) 

父
古
川
英
治

（上
、下
）

仏
像
に
想
う
（
上
、下
）

千
代
紙
の
人
形
と
折
り
紙

信墨書E置B
「
わ
が
家
の
家
計
簿
」

体
験
談
募
集

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は

第
二
十
一

回
『
わ
が
家
の
家
計

簿
』
体
験
談
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
と

応
募
く
だ
さ
い
。

－
h

内
容

・
家
計
簿
記
帳
に
附
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
自
由

Z
原
稿

・
四
の
む
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以

内
、
〈
別
添
、
月
別
、
項
目
別

支
出
一

覧
表
）

－
住
所
（
電
話
苔
号
）
氏
名
、

職

業
、
年
令
、
家
族
名

〈
応
募
者

と
の
続
柄
、
年
令
、
職
業
、
就

学
状
況
〉
V

家
計
簿
記
帳
年
数

1
し
め
切
、
間
和
五
十
年
二
月
二
十
八
日

4
．送
り
先
、
富
山
県
貯
蓄
推
進
委
員
会

（〒
九
三

O
）
富
山
市
提
町
通

日
本
銀
行
富
山
事
務
所
内

E
入
選
、

特
選
、
五
編
、
賞
金
、
五
万
円

秀
作
、
十
綱
、
賞
金
、

三
万
円

佳
作、

三
十
五
綱
、
賞
金
、

一

万
円

守，
a
n
I』
「
町
M
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十
八
才
以
上
二
十
五
才
禾
満
男
子

初
任
給
五
万
八
千
二
百
円

衣
食
住
無
料
賞
与
年
三
回

試
験
及
び
採
用
、
日
曜
祭
日
を
除
く
平
日

申
込
み
先
及
び
受
付
先

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
（
T
E
L、

四

一

三

一
一
七
一
）

朝
日
町
役
場
総
務
課
（
一
一
丁

二

O
O）

待資
遇裕

雪
、
ガ
降
つ
だ
ら

電
線
に
ご
注
意

・
雪
お
ろ
し
の
際
に
は

電
線
に
ふ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

．
切
れ
た
電
線
に
は

手
を
ふ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

－
木
の
枝
が
崎
電
線
に
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

危
険
な
個
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

北
陵
電
力
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

T

E

L

3
1
0
0
2
8
 

選朝
日
町
普
意
銀
行

次
の
か
た
が
た
か
ら
、
明
日
町
告
広
銀

行
へ
、
社
会
制
祉
の
地
進
の
た
め
、
民
環

ぷ
護
用
怠
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

乙
こ
に
厚
く
お
払
申
し
あ
げ
ま
す
。

参
万
円
也

下

浜

千

与

殿

下

浜

千

之

殿

朝
日
町
の
み
な
さ
ま
に
い
ろ
い
ろ
と
お

位
話
に
な
り
ま
し
た
と
御
技
拶
に
添
え

て
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
士
い
と

持
参
さ
れ
た
も
の

壱
万
五
千
円
也
荒

川

明

文

堂

殿

新
築
開
店
の
お
視
い
に
、
泊
青
年
団
の

協
力
を
得
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
を

催
し
た
そ
の
益
金
を
恵
ま
れ
な
い
子
供

達
の
た
め
に
と
預
託
さ
れ
た
も
の

壱
千
六
百
武
拾
円
也

笹
川
小
学
校
児
童
会

代

表

勝
因
ニ
美
枝
殿

小
遣
い
を
持
ち
寄
っ
て
歳
未
恵
ま
れ
な

い
人
達
の
た
め
に
と
預
託
さ
れ
た
も
の

壱
万
円
也
松
臨
町
西
自
m
さ
ゆ
み
殿

拾
得
金
を
恵
ま
れ
な
い
人
達
の
た
め
に

役
立
て
た
い
と
預
記
さ
れ
た
も
の

参
千
六
百
円
也

五

ケ

庄

小

学

校

広

岡

緒

子

殿

小
迫
い
を
た
め
て
、
歳
未
恵
ま
れ
な
い

人
達
の
た
め
に
と
預
託
さ
れ
た
も
の

管
万
弐
千
五
百
円
山

扇
谷
工
機
所
従
捜
員

一
同
殿

～
ハ
万
八
千
五
百
五
拾
円
也

朝
日
ロ

l
タ
リ
ク
ラ
ブ
殿

い
ず
れ
も
例
年
に
引
続
き
歳
来
た
す
け

あ
い
の
拠
金
と
し
て
庖
ま
れ
な
い
人
迷

の
た
め
に
佼
立
て
た
い
と
預
託
さ
れ
た

も
の

富
山
市

微妙，
泊
小
学
校
へ

荒
川

尾
山
彦
太
郎
氏
か
ら
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
カ
ラ
l
）

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

沼

保

大

菅

武

氏
か
ら

二
台

泊

草

野

和

夫

氏

か
ら

二
台

平

柳

辻

仁
志
氏

か

ら

二

台

沼

保

中

川

稔

夫

氏

か

ら

二

台

東
草
野
下
沢
健
次
氏
か
ら

一
台

泊

尾

崎

法

氏

か

ら

一

台

泊

金

井

和

男

氏

か

ら

一

台

沼

保

川

瀬

隆

吾

氏

か

ら

一

台

泊

木
村
信
鼠
氏

か

ら

一

台

泊

高

木
哲
夫
氏
か
ら

一
台

沼

保

橘

益

永

氏

か

ら

一

台

泊

寺
崎
元
人
圧
か
ら

一
台

荒

川
坂
東
健
二
氏
か
ら

一
台

平

柳

緩

東

保

氏
か
ら

一
台

泊

氷

見

博

氏

か

ら

一

台

沼

保

松
倉
利
害
氏

か

ら

一

台

平
柳
株
式
会
社
松
倉
商
店
取
締
役

社
長
松
倉
実
喜
氏
か
ら
一

台

泊

松

原

隆

一

氏

か

ら

一

台

泊

水

島

春

雄

氏

か

ら

一
台

務
町
立
図
書
館
へ

平
柳
平
野
拳
太
郎
氏
か
ら

問
書
、
人
間
の
位
界
史
二
十
一
巻 一

式

（附
利
回
十
九
年
卜

．．
 
月
十
日
現
作
）

（
お
す
こ
や
か
に
）

000000 
官官宮宵宮境

長長長 f：長長
男 'r）男女労チj

巧知利弘： ；ろ：｜陀

崎崎附 l附附

水
島
峰
夫

尉
谷
哲
志

厨

谷

袈

加
藤
利
度

野
間
広
・
貰

水
島
活
経

O
宮

崎

O
笹

川

O
横

尾

O
横

尾

O
平

柳

O
東
草
野

O
桜

町

O
山

崎

O
山

崎

O
下
山
新

i主兆円：子附 lム

O
東
草
野

笹

川

O
金

山

新
潟
県

O
蛭

谷

泊
。
横

尾

愛
知
県

O
第京
都
市

O
草

野

新
湯
県

O
荒

川

魚
津
市

O
窪

問
入
醤
町

O
赤

川
－MW
H
μ
 

O
山

崎

－

M

附に［

O
道入
選
町

O
月

山

宇
奈
月
町

O
東
草
野

山

崎

小
森
之
犬

姻
内
推
晴

越
坂
政
明

官
同
塩
六
回
刀

末

上

毅

米
国
吉
則

藤
間
紀
雄

水
野
時
三

秋
山
利
順

能
島
友
行

（お
し
あ
わ
せ
に
）
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長 二 長長長二長 長長長
男男女男男男女男女男

匠

一
三

世

正

也

さ
お
り

宏

人

吉

仁
聡

一

亜
由
美

浩

二

寛
山
内

O
境
O
境
O
横
O
泊。泊

O
道

下

O
桜

町

O
桜

町

，

O
月

山

O
赤

川

O
南

保

O
山

崎

O
山

主

O
大
家
庄

O
舟
川
新

一

者

数

賜

故事

者

通

死

交内

数

町

仰

の同刀2

月

印調
郵定送 策
便 刷兼
番発
号 lrfli料 所行

7
tの
4
n
o

（
お
く
や
み
・申し

あ
げ
ま
す
）

(10) 

尾

水

島

由

松

（印）

水

島

権

六

（市）

長

井

宝

得

（刊）

山
口
み
さ
（
出
）

川
上
竹
千
代

（
n）

上

野

イ

子
〈
引
）

山
手
椀
作
（
白
）

大
久
保
さ
や
（
訂
）

狩

谷

紋

二

（臼）

金
井
利
一
（
め
）

道

用

嘉

之

（

印）

氷

野

正

史
（
お
）

森
岡
き
く
〈
制
）

名
越
ふ
さ
（
幻
）

山
崎
繁
松
（
刊
）

87 

3 

90 

。
68 

3 

71 

in～l 111 

本年累計

12月

ァ．・／＇＇－.-1-j¥°/j制
九・ ロI - f1l ,_, 
O円円町
七 EiJ役

刷場


